
大 本 山 光 明 寺 の お 十 夜



４
月

日
に
、
浄
土
寺
住
職

19

年
を
迎
え
ま
し
た
。

30
そ
の
功
績

に
よ
り
浄
土

宗
宗
務
総
長

よ
り
５
月
25

日
付
で
表
彰

を
受
け
ま
し

た
。

娘
が
漫
画
の
ネ
タ

を
探
し
て
、
住
職
に

「
何
か
な
い
？
」
と

尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
こ

ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
け
ど
」
、
と

話
し
て
く
れ
た
の
が
今
回
の
四
コ

マ
漫
画
で
す
。
ま
だ
椅
子
を
使
っ

て
い
な
い
頃
で
、
お
経
の
最
中
に

足
の
指
か
ら
裏
が
つ
っ
て
し
ま
い
、

痛
さ
を
堪
え
な
が
ら
普
段
通
り
に

お
経
を
読
む
の
は
、
と
て
も
キ
ツ

か
っ
た
そ
う
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

今
年
、
夏
の
暑
さ
は
異
常
で
し

た
。
そ
の
せ
い
も
あ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
、
お
盆
か
ら
あ
と
、
驚
き

と
淋
し
さ
の
連
続
で
し
た
。
お
世

話
に
な
っ
た
方
々
が
、
続
け
て
お

浄
土
へ
と
旅
立
た
れ
た
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
を
お
見
送
り
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
度
、
淋
し
い
想
い
を
し

ま
し
た
が
、
こ
の
夏
の
よ
う
な
経

験
は
初
め
て
で
し
た
。
わ
た
し
に

出
来
る
こ
と
は
、
心
を
込
め
て
お

見
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
く

ら
い
で
す
。
で
き
れ
ば
そ
ん
な
日

は
で
き
る
だ
け
先
延
ば
し
に
し
た

い
の
で
、
前
号
で
も
お
願
い
し
ま

し
た
が
、
皆
さ
ま
お
体

を
大
切
に
、
お
元
気
で

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ね
。

大
本
山
光
明
寺
お
十
夜
日
程
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）
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茶
会

10

00
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開
白
法
要(

献
茶
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00
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初
夜
法
要
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月

日
（
土
）・

日
（
日
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13
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晨
朝
法
要

10

00

(

日
は
詠
唱
法
要
）

13

・

施
餓
鬼
会

11

20
・

大
殿
説
教

12

30
・

日
中
法
要

13

30

(

九
品
寺
よ
り
行
列
出
発
）

・

施
餓
鬼
会

15

40
・

大
殿
説
教

17

00
・

初
夜
法
要

18

00
・

稚
児
礼
讃
舞

19

00

雅
楽
奉
奏

月

日
（
月
）

10

15
７
・

結
願
法
要

00

今後の予定
平成３０年
11月29日（木）座間市仏教会研修会
12月31日（月）16:00 浄焚会（人形供養）

23:30 除夜の鐘
平成３１年
1月 1日（火） ９:00 修正会（月例会）
1月20日（日）13:30 初念仏会
2月17日（日）14:00

座間市仏教会法聴会（浄土寺）
3月18日（月）～24日（日）春彼岸会
4月 8日（月）花まつり

【定例行事】毎月１日 9:00～11:00
月例会（勉強会）

後記

作

・

ほ

の

か

「
こ
の
世
で
十
日
十

夜
の
善
行
を
修
す
る
功

徳
は
、
彼
の
お
浄
土
で

千
日
間
善
行
を
修
す
る

こ
と
よ
り
も
勝
る
」
と

い
う
『
無
量
寿
経
』
に

由
来
す
る
お
十
夜
。

戦
乱
の
世
で
あ
っ
た

戦
国
時
代
の
明
応
４
年

（
一
四
九
五
）
、
国
家
の

平
和
と
国
民
の
安
穏
を

願
っ
た
後
土
御
門
天
皇

よ
り
勅
許
さ
れ
、
第
九

世
観
譽
祐
崇
上
人
に
よ

り
、
鎌
倉
・
大
本
山
光

明
寺
に
て
始
め
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
法
要
は
全
国
の

浄
土
宗
寺
院
の
十
夜
法

要
の
も
と
と
な
っ
た
「
古

式
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
一
風
変
わ
っ
た
節

回
し
の
お
経
が
読
ま
れ
ま
す
。

僧
侶
が
本
堂
の
内
陣
を
い
っ
ぱ

い
に
歩
き
回
る
「
香
盤
行
道
」
や
、

雲
版
・
太
鼓
・
鈴
と
共
に
僧
俗
一

体
と
な
っ
て
お
称
え
す
る
「
引
声

念
仏
」
、
「
六
字
詰
念
仏
」
は
普
段

は
あ
ま
り
観
る
こ
と
の
出
来
な
い

光
明
寺
独
特
の
も
の
で
す
。

特
に

日
と

日
の
日
中
法
要

13

14

は
、
近
く
の
九
品
寺
よ
り
お
練
り

行
列
が
行
わ
れ
ま
す
。
行
列
が
山

門
を
く
ぐ
る
と
き
に
は
た
く
さ
ん

の
散
華
が
ま
か
れ
ま
す
。

夜
に
は
仏
讃
歌
に
合
わ
せ
て
お

稚
児
さ
ん
た
ち
が
舞
う
「
稚
児
礼

讃
舞
」
と
雅
楽
会
に
よ
る
優
雅
な

「
雅
楽
」
奉
奏
さ
れ
ま
す
。

両
日
共
に
境
内
に
は

露
店
が
並
び
縁
日
の
よ

う
な
賑
わ
い
を
み
せ
ま

す
。今

年
の

日
の
日
中

14

法
要
は
浄
土
寺
の
所
属

す
る
神
奈
川
教
区
高
座

組
が
担
当
で
行
わ
れ
ま

す
。

（
今
年
の
お
十
夜
の
日

程
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
）

○
日
時

平
成

年
２
月

日

31

17

（月）

午
後
２
時
よ
り

○
会
場

浄
土
寺

○
講
師

山
添
真
寛
先
生

（
浄
土
宗
僧
侶
・

自
称
「
浄
土
宗
の
劇
団
ひ
と
り
」
）

○
講
題

未
定
（
人
形
劇
等
）

浄
土
寺
だ
よ
り

心
光
山

浄
土
寺

第 ２５ 号

平成３０年９月２３日


